
学びの再編２ 鹿北版「４・３・２制」の教育課程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
小１～小４ 

生活学習基礎基本 

小５～中１ 

自治力育成 

中２・中３ 

社会人基礎力育成 

学び力 
〇基本的生活習慣 

〇家庭学習習慣 

〇生活設計力の向上 

〇自分の学習方法模索・確立 

〇進路を見つめ、 

選択する 

〇学びを生かす 

つながり力 

〇挨拶・返事・会話などのコミュニケーション力 

〇話し合い活動の基礎基本 

〇みんなと協力する 

〇学級のなかまを大切にする 

〇思いや考えの交流・絆を深める 

〇話し合いにより課題を解決する 

〇自他の人権の尊重 

〇自分を語る 

〇地域交流・貢献 

やり遂げ力 

〇あきらめず最後までやりとげる 

〇集団の中で自分の責任・役割 

を果たす 

〇行事等の企画・運営・協働 

〇児童会運営 

〇リーダーとしての自覚 

〇行事等企画・運営 

〇生徒会運営 

〇リーダーの資質向上 

輝き力 
〇自分を大切にできる 

〇自分が好き 

〇集団の中で自分を生かす 

〇人権の意味を知り、尊重できる 

〇学校や地域で 

自分を生かす 

〇個性を生かす 

鍛え力 
〇運動に親しむ 

〇運動する習慣 

〇積極的な体力づくり 

〇健康管理力 

〇部活動への参加（小６３学期～） 

〇部活動目標達成 

〇本当の達成感 

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 

ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ教育ｼｽﾃﾑ 

子どもたち一人ひとりが多様であることを前提に、障がいの有無に関わりなく、 

誰もが望めば自分に合った配慮を受けながら、一緒に学べることをめざす教育のこと 

鹿北のすべての子どもが自立して生きていくことができるための教育 

基礎的環境整備 合理的配慮 

障がいの有無に関わらず、

多様な子どもが学びやすい

学校環境をつくること 

一人ひとりの特性や障がい、

困難さを取り除くため、一人ひ

とりに合った配慮等を行うこと 

具体的には 

鹿北の教育活動の基盤 

連携カリキュラム 

めざす子ども像 

学習過程ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 

ＵＤ化ﾁｪｯｸﾘｽﾄ 

学びの姿徹底 

特別活動推進 

小中共通実践事項 
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